
〈
海
外
法
律
事
情
〉

ス
ペ

イ

ン
鉱

業

法

の

一
考

察

石

井

陽

一

は
じ
め
に

ス
ペ
イ

ン
の
鉱
業
法
は
日
本

の
鉱
業
法

の
成
立
と
浅
か
ら
ぬ
縁
が
あ
る
。

明
治

の
初
期
、
日
本
は
ど

こ
か
の
先
進
国
の
法
律
を
モ
デ

ル
と
し
て
諸
種

の
立
法
を
行
な

っ
た
わ
け
だ
が
、

鉱
業
法
に
関
し
て
は
、
明
治
六
年

二

八
七
芝
年
)
の
日
本
坑
法
が
、

一
八
二
五
年
、

一
八
六
八
年

の

ス
ペ
イ

ソ

鉱
業
法

(と
く
に
一
八
二
五
年
法
)
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
官
有
地
の
鉱

業
法
規
を
参
照
し
て
起
草
さ
れ
た
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
由
来
を
研

究
さ
れ
た
石
村
善
助
教
授
に
よ
る
と
、
当
時
す
で
に
フ
ラ

ソ
ス
お
よ
び
プ

百
イ
セ
ソ
に
近
代
鉱
業
法
の
典
例
と
も

い
う
ぺ
き
法
典
が
存
在
し
た
の
に
、

こ
れ
ら

の
法
典
を
さ
し
お
い
て
な
に
ゆ
え
ス
ペ
イ
ソ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ

の
法
制
が
参
照
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
つ
ま
び
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
由
で
あ
る

(石
村
善
助

「鉱
業
法
の
研
究
」
八
備
責

、
八
三
頁
)。

全
く
の
推
定
だ
が
、
ス
ペ
イ
ソ
鉱
業
法
の
伝
統
で
あ
る
鉱
物
資
源
の
王

有
↓
国
有
の
思
想
は
、
天
皇
制
を
中
心
に
中
央
集
権
的
な
鉱
山
行
政
を
確

立
し
よ
う
と
し
た
当
時
の
国
情

に
よ
く
受
け
た
の
で
は
な

い
か
と
察
せ
ら

れ
る
。
日
本
の
鉱
業
は
官
有

で
始
ま
り
民
有
に
移

っ
た
が
、

ス
ペ
イ
ソ
で

は
未
だ
に
官
有
の
鉱
山
が
残

っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
水
銀
の
鉱
山
は
す

ぺ
て
国
有
、
か

つ
国
営
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
の
鉱
業
法
も
日
本
の
そ
れ
も
数
次
の
改
正
を
経
て
現
行
法
に

至

っ
て
い
る
の
で
、
両
方
共
変
容
し
て
お
り
、

ス
ペ
イ
ン
法
を
母
法
と
し

た
こ
と
は
、
今
で
は
沿
革
上

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
残
る
も
の
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ソ
の
現
行
鉱
業
法
を
紹
介
す
る
前
に
、
そ
の
伝
統
的
な
王
有
↓

国
有
の
主
義
を
含
む
歴
史
的
背
景
を
素
描
し
て
お
き
た
い
。

歴
史
的
背
景

ス
ペ
イ
ソ
は
、
鉄
鉱
石
、
鉛
、
亜
鉛
、
銅
、
水
銀
、
黄
鉄
鉱
、
そ
し
て

石
炭
な
ど
の
多
種
類

の
鉱
物

に
恵
ま
れ
た
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
有
数
の
鉱
業

国
で
あ
る
。
西
暦
前

一
〇
〇
〇
年
頃
、

フ
ェ
ニ
キ
ア
の
商
人
が

こ
の
地
の

鉱
物
、
塩
な
ど
と
東
方
物
産
を
交
換
す
る
目
的
で
地
中
海
を
往
復
し
て
い

た
。

ロ
ー

マ
帝
国
が

こ
の
地
を
征
服
し
て
ヒ
ス
パ

ニ
ア
と
称
す
る
属
領

に

し
た
の
も
鉱
物
が
目
当
て
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
古
代
中
世

に
は
金
、
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銀

の
採
掘
も
か
な
り
行
な
わ
れ

て
い
た
が
、
ゲ

ル
マ
ン
民
族
の
侵
入
と
共

に
鉱
業
は
衰
退
気
味

に
な
る
が
、

八
世
紀
か
ら

一
五
世
紀

に
わ
た
る
イ
ス

ラ
ム
教
徒

の
侵
入
は
む
し
ろ
そ

の
占
領
地
域
に
お
け
る
鉱
業
を
振
興
す
る

も
の
と
な
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
占
領
地
域
の
再
征
服
が
完
了
し
た

一
四
九

二
年
は
ア
メ
リ
カ
大
陸
が
発
見
さ
れ
た
年

で
も
あ

る
が
、
本
国
の
金
、
銀

は
ほ
と
ん
ど
洞
渇
し
て
し
ま

っ
た
の
で
、
新
大
陸
を
黄
金
郷
と
み
な
し
、

ス
ペ
イ
ン
の
鉱
業
者

の
関
心
は
新
大
陸
に
移
る
。
新
大
陸

の
土
地
は
、

一

四
九
三
年
の
ロ
ー

マ
教
皇
の
回
勅
お
よ
び

一
四
九
四
年

の
西

・
葡
間

ト
ル

デ
シ
ー
リ
ャ
ス
条
約
に
よ
り
ス
ペ
イ
ン
領
と
定
め
ら
れ
た
範
域
の
領
有
権

と
土
地
所
有
権
と
を
ス
ペ
イ
ン
国
王
が
併
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
土
地
所

有
権
は
ス
ペ
イ
ソ
人
植
民
者

に
対
し
漸
次
国
王
か
ら

の
恩
賜

(臼
費
o巴
)
と

い
う
形
で
与
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
地
表

の
所
有
権
で
あ

っ
て
、
地
下

の

鉱
物
は
、
原
則
と
し
て
王
権

(・¢αq脚琶

に
専
属
す
る
も

の
と
さ
れ
た
。
し

か
し
、
三
世
紀
に
わ
た
る
植
民
地
統
治
の
間
に
鉱
業
政
策
に
も
変
化
が
あ

る
。

一
五
〇

一
年
の
王
令

(男
魯
一
〇
亀
昏

)
で
は
、

何
人
も
免
許
を
得
る

こ
と
な
く
採
掘
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。

一
五
〇

四
年

の
王
令

で
は
、

ス
ペ
イ
ソ
人
の
発
見
者
が
収
益
に
対
す
る
五
分
の

一
税

(巴
豊

暮

)
を
王

室
に
納
め
て
採
掘
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
公
布
日
付
不
詳
だ
が
、
初

期
の
王
令

に
、
鉱
山
を
富
鉱

(口P一昌
僧匂o
「印O餌ω〉と
普
通
鉱

(巳
・器

。島
欝
蕃
。・)

に
分
類
、
富
鉱
は
王
室

の
た
め
に
留
保
、
普
通
鉱
は
五
分
の

一
税
を
納
税

の
う
え
発
見
者
が
利
用
で
き
る
旨
を
定
め
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
富
鉱
の

利
用
を
認
め
る
こ
と
が
あ
る
が
、

一
～
二
年
間
に
限
定
さ
れ
る
。

ペ
ル
ー
副
王
領

の
フ
ラ
ン
シ
ス

・
デ

・
ト

レ
ー
ド
が
公
布
し
た

一
五
七

四
年
の
ト
レ
ー
ド
条
例
で
は
、
発
見
者
が
最
良
鉱
の

一
部
分
を
国
王
の
た

め
に
留
保
す
れ
ば
足
り
る
旨
を
定
め
て
い
る
。

一
六
八
〇
年

の
イ
ン
デ

ィ
ア
ス
法
令
集
成
の
な
か
で
は
、
国
王
に
対
す

る
留
保
に
つ
い
て
の
規
定
が
な
く
な
り
、
鉱
山

の
発
見
者
は
五
分
の

一
税

の
納
入
の
み
で
当
該
鉱
山
を
利
用
で
き
る
と
の
み
定
め
て
い
る
。
こ
の
考

、丸
方
は
法
学
者
ガ
ン
ボ

ア
が

ヌ
エ
ー
パ

・
エ
ス
パ
ー

ニ
ャ
副
王
領

(現
在

の
メ
キ
シ
コ
、
北
米
西
海
岸
)
の
た

め
に
制
定
し
た

U
七
八
三
年
の
鉱
業
条

例
の
な
か
で
も
再
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が

ス
ペ
イ
ソ
の
植
民
地
全
体

に

一
般
化
さ
れ
た
。
国
王

へ
の
優
良
鉱
山
の
留
保
と
い
っ
て
も
、
王
室
が

直
営
で
鉱
山
を
運
営
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
結
局
、
そ
れ
を
賃
貸
借

し
た
り
、
売
却
し
た
り
し
た
の
で
、
留
保
条
項
は
削
除
さ
れ
た
。
し
か
し
、

植
民
地
時
代
を
通
じ
て
、
地
表

の
土
地
所
有
権
と
地
下
の
鉱
物
と
を
峻
別

す
る
考
え
方
は
貫
か
れ
て
い
る
。
地
下

の
鉱
物
は
、
本
源
的
に
は
王
有

の

も

の
で
、

一
定
条
件
の
下
に
ス
ペ
イ
ソ
人
植
民
老
に
利
用
を
認
め
て
い
た

に
過
ぎ
な

い
。

つ
ま
り
鉱
業
権
主
義
が
は

っ
き
り
確
立
し
て
い
た
。

一
七

八
三
年

の
鉱
業
条
例
は
、

一
八
二
五
年

の
ス
ペ
イ
ン
本
国
の
鉱
業
法
に
影

響
を
与
え
て
い
る
。

一
八

一
一
年
か
ら

一
八
二
五
年

の
間
に
、
現
在

の
キ

ュ
ー
バ
、
パ
ナ

マ
を
除
く
ラ
テ
ソ

・
ア
メ
リ
カ
諸
国
が

ス
ペ
イ
ン
か
ら
独

立
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、

一
八
二
五
年
と

い
う
年
は
、

ス
ペ
イ
ン
の

鉱
業
が
植
民
地
か
ら
撤
退
し
、
本
国
の
み
で
体
制
を
立
て
直
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
年
で
あ

っ
た
。
そ
の
ス
ペ
イ

ン
の
鉱
業
が
本
格
的
な
発
展
期
を

迎
、兄
た
の
は

一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
発
展
は
外
国
の
資
本
と
技
術

に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
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スペ イン鉱業法 の一考察

大
ぎ

い
。
植
民
地
を
喪
失
し
た
ス
ペ
イ
ソ
は
そ
の
財
政
の
不
如
意
を
パ
リ

や

ロ
ン
ド
ソ
の
証
券
市
場
で
ス
ペ
イ
ン
債
を
起
債
し
て
賄
う
よ
う
に
な

っ

た
。
そ
の
結
果
、

ロ
シ
ア
に
次
ぐ
債
務
国
に
な
り
、
債
務
過
剰
の
た
め
、

し
ば
し
ば
履
行
遅
滞
が
発
生
し
、

一
八
五
〇
年
代
に
入
る
と

ヨ
ー
ロ
ヅ
パ

主
要
市
場
で
ス
ペ
イ
ン
債

の
起
債

に
応
ず
る
か
ど
う
か
の
戸
惑
い
が
で
て

き
た
。
そ
こ
で
、
ス
ペ
イ
ン
は
支
払
能
力
の
不
足
を
間
接
的
に
補
填
す
る

必
要
に
迫
ら
れ
た
。
そ
れ
が
外
国
人
に
対
す
る
鉱
業
権
と
鉄
道
利
権
の
付

与
と
な

っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。

一
八
六
九
年

の
鉱
業
法
が
外
国
人
の
鉱
業
権
取
得

に
著
し
く
寛
大
な
も

の
で
あ

っ
た
の
は
、
前
記

の
よ
う
な
社
会
経
済
的
な
事
情

に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
か
つ
て
ス
ペ
イ
ソ
植
民
地
の
鉱
業
に
お
い
て
徹
底
し
た
本
国
人

主
義
が
と
ら
れ
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
鉄
鉱
石
は
英
、

仏
、
ベ
ル
ギ
ー
資
本
に
、
鉛
は
英
、
仏
資
本
に
、
亜
鉛
は
ベ
ル
ギ
i
資
本

に
、
銅
、
黄
鉄
鉱
は
英
国
資
本
に
牛
耳
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
前
述
の

よ
う
に
、
水
銀
は
国
有
国
営
を
維
持
し
て
き
た
が
、

一
八
六
八
年
の
市
民

革
命
後
に
成
立
し
た
臨
時
政
府
が
、
最
大
の
水
銀
鉱
山

ア
ル

マ
デ

ン
を
担

保

に
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
財
閥
か
ら
借
款
を
得
た
た
め
、

一
九
二

一
年
に
至

る
ま
で
そ
の
販
路
を
ロ
ス
チ

ャ
イ
ル
ド
に
握
ら
れ
る
破
目
に
な

っ
た
。

大
手
に
外
国
資
本
が
多

い
こ
と
は
事
実
だ
が
、
民
族
資
本
も
相
当

の
シ

諜
ア
を
維
持

し
て
い
る
。
し
か
し
、

ス
ペ
イ
ソ
鉱
業
法
が
伝
統
的
に
先
願

主
義
を
と

っ
て
い
る
た
め
、
中
小
鉱
山
主
が
乱
立
し
易
い
。
こ
と
に
、
鉛
、

亜
鉛
の
よ
う
な
中
小
資
本
で
も
経
営
可
能
な
鉱
業
に
多
く
、
ち
な
み
に
、

地
中
海
岸

の
カ
ル
タ
ヘ
ナ
付
近
の
鉛
の
鉱
山
地
帯
で
は
、

一
九
〇
七
年
ま

で
に

一
二
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

の
土
地
に

一
一
四

一
件
の
鉱
業
権

が
付
与
さ
れ
た
よ
う
な
実
状
に
あ
る
。
石
炭
に
も
中
小
鉱
山
の
乱
立
と
い

う
問
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
政
府
は
、

一
九
四

一
年
九
月
二
五
日
付
法
律
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
、

国
営
産
業
公
社

(蒙

識
訂
8

瓢
鼠
皐
・。制
号

ぎ
山
信い息
餌

略
称
I
N
I
)
と
そ
の
子
会
社
を
通
じ
て
、
民
間
資
本
の
及

ば
な

い
技
術

革
新
な
ど
を
国
家
的
に
補
墳
す
る
努
力
を
行
な

っ
て
い
る
。

二

現
行
鉱
業
法

現
行
鉱
業
法
は
、

一
九
四
四
年
七
月

一
九
日
付
鉱
業
法
を
改
正
し
た

一

九
七
三
年
七
月
二

一
日
付
法
律
第
二
二
号
お
よ
び
そ
の
施
行
細
則
で
あ
る

一
九
七
八
年
八
月
二
五
日
付
王
令
二
八
五
七
号
で
あ
る
。
法
と
施
行
細
則

の
間
に
は

一
九
七
五
年

の
独
裁
者

フ
ラ

ン
コ
統
領

の
逝
去
と
そ

の
後
の
議

会
君
主
制

へ
の
移
行
と
い
う
大
き
な
体
制

の
変
化
が
介
在
し
て
い
る
が
、

双
方
を
読
み
較

べ
て
み
た
と

こ
ろ
で
は
、
鉱
業
法
に
は
体
制
の
変
化
の
影

響
は
と
く
に
み
ら
れ
な
い
。

こ
の
現
行
法
を
そ
の
特
質
を
中
心
に
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

ω

鉱
物
の
種
類

鉱
業
権
の
対
象
と
な
る
鉱
物

の
定
義
に
は
、
具
体
的
な
鉱
物
名
の
列
挙

は
な
く
、
A
類

・
B
類

・
C
類
と
い
う
大
枠
の
分
類

に
な

っ
て
い
る
。
A

類
は
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ

ャ
ー
、
建
設
工
事
な
ど
に
加
工
し
な
い
で

直
接
使
え
る
形
状
お
よ
び

サ
イ
ズ
で
、
高
価

で
な
く
、
地
理
的
に
も
商
品

化
に
限
界
の
あ
る
鉱
床
お
よ
び
鉱
物
。
B
類
は
、
鉱
泉
水
、
温
泉
水
な
ら
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び
に
鉱
業
法
に
も
と
つ
く
採
掘
の
結
果
自
然
に
も
し
く
は
人
工
的

に
形
成

さ
れ
た
地
下
埋
蔵
物
な
ど
。
C
類

は
、
A
類

・
B
類
の
い
ず
れ
に
も
属
さ

な
い
、
す
べ
て
の
鉱
物
お
よ
び
鉱
床
。
な
お
、
地
熱
発
電
を
お
こ
す
地
熱

性
資
源
は
C
類
に
属
す
る

(法
第
三
条
、
王
令
第
五
条
)。

日
本
で
い
え
ば
、

A
類
は
採
石
法
で
い
う
岩
石
で
あ
り
、
B
類

の
温
泉

水
は
温
泉
法
の
対
象
で
あ
り
、
C
類
が
鉱
業
法
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
鉱
物

に
該
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

出
願
手
続

の
際
、

こ
の
分
類
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
鉱
物
が
あ
る

場
合
、
ま
た
は
分
類
帰
属
に
疑
義
が
生
ず
る
場
合
に
は
、
所
轄
官
庁
が
い

ず
れ

の
分
類
に
帰
属
す
る
か
の
判
定
を
下
す

こ
と
に
な

っ
て
い
る

(法
第

六
条
第
　三
項
)O

所

轄

官

庁

は
産

業

・
エ
ネ

ル
ギ

ー
省

(≦

請

蔓

画。

ぽ

巨

量

匿

蜜

国
・
①億

麟
)
で
あ
り
、
出
願

の
窓

口
は
当
該
鉱
物

の
所
在
す

る
県

に
あ
る
同

省

の
地
方
事
務
所

(O
。
♂
嘔
9
曾

中
。
く
ぎ

芭
)
で
あ

る
。

②

鉱
業
権
の
種
類
と
性
質

臼
本

で
は
試
掘
権
と
採
掘
権
と
に
二
分
類
さ
れ
る
が
、

ス
ペ
イ
ン
で
は
、

A
類

・
B
類

・
C
類
別
に
鉱
業
権

の
内
容
も
異
な

っ
て
い
る
。

A
類

の
鉱
物
お
よ
び
鉱
床
の
利
用
に
は
、

採
取
許
可

(m§

欝
豊
曾

全

賃
筈

§
凶3
)
が
設
定
さ
れ
る
。
A
類

の
採
取

優
先

権
は
地
表
所
有
権
者

に
与
え
ら
れ
る
が
、
外
国
人
地
主
に
は
与
え
ら
れ
な
い

(法
第

一
六
条
、
王

令
第
二
七
条
)。

B
類
に
つ
い
て
は
利
用
許
可
ま
た
は
利
用
権
(帥彗
。旨
鼠
曾

。
8
琴
鼠
曾

ユ
。
巷
δ
語
。冨
巨
⇔
導
。)
が

設
定

さ

れ

る
が
、

そ
れ

に
は
B
類

に
属
す
る

こ

と

の
公
的
な
証
明

(た
と
え
ば
、
特
定
の
水
の
な
か
に
お
け
る
鉱
物
的
成
分
に
関

す
る
証
明
)
の
取
付
け
が

前
提
と
な
る

(法
第
二
条
、
王
令
第
三
九
条
)。

C
類

の
鉱
物

お
よ
び
鉱
床

に

つ
い
て
は
、

試
掘
許
可

(や
興
巨
8

ユ
。
与

く
婁
曲σq
櫛
。坤9
)
、
採
掘
許

可

(o
。
茸
ぎ

静

Φ首
一。
§

δ
昌
)
、
採
掘
権

(8
昌
8
。。…ひ
目

α
o
Φ図
竺
o
§

δ
昌
)
が

設
定
さ
れ

る
。

試
掘
許
可

の
期
限

は
三
年

以
内

(王
令
第
六
四
条
)、

採
掘
許
可

の
期
限

は

一
年

、
あ
と

一
年

の
延
長
が

可
能

(王
令
第
五
九
条
第
二
項
)、

採
掘
権

の

存
続
期

限

は
三
〇

年
、

二
回
ま
で
同
期
間

の
延
長
が

可
能

、

つ
ま
り
最
高

九
〇
年

(
王
令
第
八

一
条
)
で
あ

る
。

A
類

の
採
取
許
可

・
B
類

の
利

用
許
可

は
、

譲
渡

し
、
賃
貸
借

し
、

担

保

に
供
す

る

こ
と
が

で
き
る

(王
令
第

一
一
九
条
)
。

C
類

の
試
掘
許

可

と

採
掘
許
可

は
鉱
区
単

位

で
そ

の
全

部
ま
た

は

一
部
を
譲
渡
す

る
こ
と
が

で

き

る

(王
令
第

=

一〇
条
)。

C
類

の
採
掘
権
は
、

そ

の
全

部
ま

た

は

一
部

を
譲
渡

し
、
賃
貸
借

し
、
担
保

に
供
す
る

こ
と
が

で
き

る

(
王
令
第

=

一三

条
)
。
以
上

の
譲
渡
、
賃
貸
借
、
担
保

設
定

は
、
当
事
者
間

の
自
由
意

思
だ

け

で
行
な
え

る
わ
け

で
な
く
、
そ

の
都
度

、
産

業

・
エ
ネ

ル
ギ
ー
省

の
許

可
取
付
を
必
要
と
す

る
が
、

こ
れ
ら

の
鉱
業

権
は

咽
種

の
物

権
と
み
な
す

こ
と
が

で
き

る
で
あ

ろ
う
。

ま
た
、

C
類

の
鉱
物

に

つ
い
て
鉱
業
権

を
設
定
し
う
る
土
地
は
、

国
家

が
優
先
留
保

し

て
い
な

い
地

で
あ

る
こ
と
、

か

つ
何

人
も
未
だ
採
掘
許

可
、

試
掘
許
可
も

し
く

は
採

掘
権
を
未
申
請
、

未
取
得

の
地

で
あ
る

こ
と

(
つ

ま
り
伝
統
的
な
先
願
主
義
の
あ
ら
わ
れ
)
、
を

必
要
と
す

る

(王
令
第
五
六
条
)
。
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スペ イン鉱業法の一考察

③

国
家
留
保
地
区

の
制
度

国
家

は
、
領

土
、
領
海

、
大
陸
棚

に
お
い
て
、
経
済

発
展
お
よ
び
国
防

上
必
要
と
さ
れ
る

A
類

・
B
類

・
C
類

の
鉱
物

お
よ
び
鉱
床

を
採
掘
す

る

た
め

に
、
そ

の
所
要
面
積

を
優

先
的

に
留
保
す

る

こ
と
が

で
き

る

(法
第

七
条
、
王
令
第
九
条
)
。

国

家

留

保

地

区

(N
o
醤
。・
店
o
唖窃
o
署
β・
聯
富
ぎ
圃
鮎
缶

寡
富
魯
)
に
は
、

特

別
地
区

(国
者
8
三
①
㎝)
、
暫
定
地
区

(即
。
く
露
自
巴
窃
)
、
確
定
地
区

(9
廓
準

野
琶

の
三
種
が
あ

る
。
特

別
地
区

は
、

領

土
、
領

海

、
大

陸
棚

に
存

在

す

る
特
定
鉱
物

の
採
掘
を
目
的
と

し
、
存
続
期

限
は
政
令

(o
窪

書

)
に
よ

り
公
布

さ
れ
る
が
最
高

は
五
年
、

そ
れ
以

上

の
延

長

に
は
法

(ピ
昌
)
の
制

定
を

必
要
と
す
る
。
暫
定

地
区

は
、
試
掘
を
目
的

と
す
る
も

の
で
存
続
期

限

は
最

高
三
年
、
必
要

に
応

じ
、
産
業

・
エ
ネ

ル
ギ
ー
省

の
省
令

(O
民
魯
)

に
よ

っ
て
さ
ら
に
三
年
間
延

長
す

る
こ
と
が

で
き

る
。
確
定
地
区

は
、
暫

定

地
区

で
発
掘
さ
れ

た
有

用
鉱
物

の
採
掘
を
目
的

と
し

て
お
り
、
存
続
期

限

は
三
〇
年
、
産
業

・
エ
ネ

ル
ギ

ー
省

の
省
令

に
よ

っ
て
二
回
ま

で
同

一

期

間

の
延
長
が

可
能
、

つ
ま
り
最
高
九
〇

年
ま

で
延
長

で
き

る

(法
第
八
条
、

王
令
第

一
〇
条
)
。

国
家
留
保
地
区
と

い

っ
て
も

、

一
か
ら
十

ま
で
国
家
が
直
営

す
る
わ
け

で
は
な
く
、
試
掘
、
採
掘

の
各

段
階

で
、
政
府
も

し
く
は
政
府

関
係
自

治

機

関

の
直
営

に
よ
る
場
合
、

ス
ペ
イ
ソ
企
業
、
外
国
企
業
が
加

わ
る
競

争

入
札

に
よ
る
場
合
、
政
府

と
そ
れ
ら
受
注
し
た
内
外

の
企
業

と

の

コ
ン
ソ

ー

シ
ア

ム

(8
蕊
。a

。
共
同
企
業
体
)
に
よ
る
場
合
、
な

ど
三
通
り
あ
る

(法

第
十

一
条
第
三
項
b
号

c
号
、
王
令
第
十
三
条
第
三
項
。
第
一
一
一
条
、
第
二
二
条
、

第
二
三
条
)。
競
争
入
札
方
式

の
導
入
は
、
従
来

の
先
願
主
義
に
対
し

一
つ

の
例
外
を
開
く
も

の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
外
国
の
資
本
と
技
術
の
導
入

も
は
か

っ
て
は
い
る
が
、
次

に
後
述
の
よ
う
に
、
外
資
に
は

一
定
の
枠
を

は
め
て
い
る
。

㈲

鉱
業
権
者
の
資
格

鉱
業
権
者

(藁
三
9。「
甑6
紆
「g
『
$

乱
留
N畠
)
は
原
則
と

し
て
、

ス
ペ
イ

ン
国
民
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。
し
か
し
、
共
同
鉱
業
権
老

の
場
合
は
、

外
国
自
然
人
、
外
国
法
人
で
も
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
限
度
と
す
る
権
利
を

も
つ
こ
と
が

で
ぎ
る

(法
第
八
九
条
、
王
令
第

=

三
条
)。

ス
ペ
イ
ソ
国
内
で
鉱
業
権
を
取
得
し
う
る
会
社
は
、
そ
の
資
本
金

の
五

一
パ
!
セ
ソ
ト
以
上
を

ス
ペ
イ
ン
人
が
出
資
し
て
い
る
会
社
で
あ
る
。
外

国
人
の
出
資
割
合
が
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
場
合
は
、
閣
議

の
承
認

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
鉱
業
法
上
、
た
と
え
ス
ペ
イ
ン
に
住
所
を
有

す
る
法
人
で
あ

っ
て
も
、
資
本
金

の
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
直
接
間
接

外
国
人
に
帰
属
す

る
場
合
、
も
し
く
は
取
締
役
会
の
構
成
員
の
半
数
以
上

が
外
国
人
で
あ
る
場
合
、
外
国
法
人
と
み
な
さ
れ
る
。

水
銀
を
採
掘
す
る
企
業
に
対
し
て
、
外
国
資
本
は
い
か
な
る
割
合

の
出

資
も
認
め
ら
れ
な

い
。

外
国
政
府
は
、
直
接
的
に
も
間
接
的
に
も
、
鉱
業
権
を
取
得
で
き
ず
、

ま
た
ス
ペ
イ
ン
の
鉱
山
企
業
に
出
資

で
き
な
い
。

国
防
に
必
要
な
鉱
物
を
採
掘
す
る
企
業
は
資
本
金
総
額
が

ス
ペ
イ
ソ
人

に
帰
属
し
、
そ
の
取
締
役
会

の
構
成
員
全
員
が

ス
ペ
イ
ン
人
で
な
け
れ
ば
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な
ら
な

い

(法
第
九
〇
条
、
王
令
第

一
一
四
条
、

一
一
五
条
)。

会
社
が
取
締
役
会

に
よ
り
管
理
運
営
さ
れ
る
場
合
、
非
ス
ペ
イ
ソ
人
取

締
役
数

の
割
合

は
外
国
資
本
の
出
資
比
率
を
上
廻
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

ま
た
代
表
取
締
役
社
長
、
筆
頭
取
締
役
は
ス
ペ
イ
ン
人
で
な
け
れ
ば
な
ら

な

い

(法
第
九

一
条
、
王
令
第

=

六
条
)。

ま
た
、
鉱
山
企
業

に
お
け
る
非

ス
ペ
イ
ソ
人
職
員
の
総
数
は
全
職
員
の
二
〇

パ
ー
セ
ソ
ト
を
超
、兄
る

こ
と

が

で
き
な
い
。
同

一
職
種

の
枠
内

に
お
い
て
外
国
人
技
術
者
の
数
は
、
常

勤
、
非
常
動
を
含
め
、
ス
ペ
イ
ソ
人
技
術
者

の
そ
れ
を
下
廻

っ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

(法
第
九
三
条
、
王
令
第

一
一
八
条
)。

以
上
の
規
制
は
、
外
資
法
の
例
外
を
な
す
。
外
資
法
は
、

一
般
的
に
は

一
〇
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
の
外
資
の
出
資
も
認
め
て
お
り
、
か
つ
ス
ペ
イ
ン
法

に
も
と
つ

い
て
設
立
さ
れ
、

ス
ペ
イ
ソ
に
住
所
を
有
す
る
法
人
な
ら
ば
、

ス
ペ
イ
ソ
法
人
と
み
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
原
則
で
、
鉱
業
法

以
外

に
も
特
別
法
で
特
定
業
種

に
対
し
出
資
比
率
や
役
員
数
職
員
数

の
割

合
に
枠
を
は
め
て
い
る
例
は
あ
る
。
狙
い
は
、
株
主
総
会

に
お
い
て
も
、

取
締
役
会

に
お
い
て
も
、
議
決
上

ス
ペ
イ
ソ
人
が
負
け
る
こ
と
の
な

い
ぎ

り
ぎ
り
の
比
率
を
設
定
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

㈲

鉱
山
団
地

(60
榑O
ロo
目
　一昌
㊥
「◎
吻)

同
じ
鉱
床
も

し
く

は
鉱
山
地
帯
を
採
掘

し

て
い
る
鉱

業
権
者
が

、
排
水
、

通
風
、
運

搬
、
鉱

害
防
止
な
ど

の
共
同
利

用
施
設
を
建
設
す
る
た

め
の
鉱

山
団
地

(09
霧

目
言
震
8
〉
と

し
て
の
指
定

を
当
局

か
ら
受
け
る
制
度
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
申
請
に
よ

っ
て
指
定
を
う
け
る
場
合
と
当
局

か
ら
鉱
山

団
地
化
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
場
合
と
が
あ
る
。
指
定
を
う
け
れ
ば
、
経
済

的
助
成
金
や
免
税
措
置
を
付
与
さ
れ
る

(法
第

一
〇
八
条
～
第

=

一
条
、
王

令
第

一
三
四
条
～
第

=
二
七
条
)。

歴
史
的
背
景

の
後
段
で
前
述

の
と
お
り
、
鉛
、
亜
鉛
、
石
炭
な
ど
の
鉱

山
地
帯
に
は
中
小
鉱
山
主
が
ひ
し
め
て
い
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
共
同
利

用
に
よ

っ
て
、

コ
ス
ト
減
、
技
術
革
新
、
設
備

の
近
代
化
を
は
か
る
こ
と

を
促
す
措
置

で
あ
ろ
う
。

む

す

び

王
令
第
二
条

に
は

「
国
の
領
土
、
領
海
、
大
陸
棚
に
存
在
す

る
す
ぺ
て

の
鉱
床
お
よ
び
鉱
物
資
源
は
公
有
財
産

で
あ
り
、
国
は
そ
の
試
掘
、
採
掘

ま
た
は
利
用
を
直
接

に
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
く
は
本
令
に
定

め
る
形
式

お
よ
び
条
件

の
も
と
に
そ
れ
ら
を
実
行
す
る
権
利
を
付
与
す
る

こ
と
が
で
き
る
・…
-
(後
略
)」
旨
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
往
時
の
王
有

が
国
有
に
な
り
、
か
つ
鉱
物
に
対
す
る
国
の
権
能
が
か
な
り
強

い
も

の
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
日
本

の
現
行
鉱
業
法
第

一
条
、
第
二
条
あ
た

り
と
比
較
し
て
み
て
も
、
同
じ
鉱
業
権
主
義
で
も
、
ス
ペ
イ
ソ
の
方
は
国

家
と

い
う
も

の
が
よ
り
強
く
出
て
い
る
。
そ
れ
は
深
く
歴
史
的
な
伝
統
に

根
ざ
し
た
も
の
で
、
国
家
留
保
地
区
の
制
度
も
新
大
陸

の
鉱
業
に
お
い
て

優
良
鉱
山
を
王
室
に
留
保
さ
せ
た
制
度
に
由
来
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ

ろ
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
国
家
留
保
制
度
は
、

メ
キ
シ
コ
、
ベ
ネ
ズ

エ
ラ

な
ど
の
ラ
テ
ソ

・
ア
メ
リ
ヵ
の
現
行
鉱
業
法
の
な
か
に
も
類
似
の
規
定
が

198(322』



あ
る
。

現
行
鉱
業
法

は
外

国
資
本
に
対
し
て
強
い
鉱
業
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
を
出

し
て
は
い
る
が
、

必
ず
し
も
排
外
的
と
は
い
え
な
い
。
ま
だ
外
国
の
資
本

と
技
術
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
情
も
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
こ

に
こ
の
国
の
苦
衷
の
程
が
う
か
が
わ
れ
る
。
か
つ
て
は
外
国
資
本

に
恒
久

的
な
鉱
業
権
を
与
え
た
こ
と
も
あ
り
、
不
遡
及
の
原
則
で
既
得
権
は
否
定

で
き
な
い
の
で
、
今
後
は
民
族
資
本
が
経
営
上
外
資

に
押
さ
れ
な
い
だ
け

の
シ

ェ
ア
を
確
保

し
て
ゆ
き
、
総
合
的
に
内
外
資
本

の
均
衡
を
は
か
ろ
う

と
す
る
意
図
が
読
み
と
れ
る
。

最
後
に
お
断
わ
り
し
て
置
く
と
、
本
稿
の
記
述
に
は
、
石
油
、
天
然
ガ

ス
な
ど
の
炭
化
水
素
、
ウ
ラ

ン
鉱
は
含
ま
れ
て
い
な

い
。
そ
れ
ぞ
れ
特
別

法
が
あ
り
、
そ
の
解

説
書

に
も
と
つ

い
て
間
接
的

に
紹
介
す
る
こ
と
は
可

能
だ
が
、
原
語
の
法
文
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な

い
の
で
割
愛
し
た
次
第
で

あ
る
。
追

っ
て
別
の
機
会

に
譲
り
た
い
。

スペイン鉱業法の一考察
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